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1. はじめに 

 我が国の公共事業では，CALS/EC の推進により，設

計・工事等の各段階における最終成果の電子納品が定

着し，納品された電子成果品の再利用も図られている．

具体例として，道路工事完成図は道路管理の各業務で

共用性の高い道路基盤地図情報の調製・更新に利用さ

れている．また，SXF 形式の CAD データと JPGIS 準拠

の地図データとの相互変換技術 1⁾，CAD データを地図

へ即時反映する CAD-GIS 連携システム 2⁾を用いた地図

データの更新手法等が確立されている．また，情報化施

工や CIM（Construction Information Modeling），昨今は i-

Construction3⁾の施策により，3 次元データの流通や再利

用を図る技術基準等の整備が加速的に推進されている．

このため，道路工事完成図等の 2 次元データに加えて，

3 次元データを含む電子成果品の更なる流通が期待で

きるとともに，3 次元データを再利用するための方策や

技術開発の需要が高まっている． 

i-Construction 等の基準に則して電子納品される 3 次

元データは，一部の道路地物の詳細な形状，要素や属性

等を保持している可能性が高く，道路管理者で共用性

の高い道路基盤地図情報やデジタル道路地図（以下，

「道路地図」という．）の調製・更新への利用に適して

いると想定されるが（図-1参照），その適用可能性は明

らかにされていない．この適用可能性を明らかにでき

ると，道路地図の調製・更新の更なる効率化が実現する． 

 

図-1 3次元データと道路地図の関係性 

以上の状況を踏まえ，本研究では，情報化施工，CIM

および i-Construction 等の基準に則した 3 次元データを

用いて道路地図の調製・更新の適用可能性を検証する．

本稿は，3 次元データを用いた道路基盤地図情報の調

製・更新に係わる研究成果を報告する． 

2. 研究方法 

本研究の手順としては，まず，3 次元データおよび道

路地図の両者で定義されている形状，要素および属性

を照合分析する．次に，分析結果を基に，3 次元データ

から道路地図の形状，要素および属性を調製・更新する

手法を考案する．最後に，考案手法に則して道路地図を

調製・更新し，その有用性を検証する．本稿では，3 次

元データから道路地図（道路基盤地図情報）の形状，要

素および属性を調製・更新する手法までを報告する． 

3. 3次元データおよび道路地図の照合分析  

(1) 分析対象の 3次元データおよび道路地図 

 本研究では，3 次元データと道路地図との照合分析を

実施する．3 次元データは，情報化施工，CIM および i-

Construction で流通する「LandXML1.2 に準じた 3 次元

設計データ交換標準（案）⁴⁾」，「TS による出来形管理に

用いる施工管理データ交換標準（案）⁵⁾」および「道路

中心線形データ交換標準（案）基本道路中心線形編⁶⁾」

を対象とする．道路地図は，道路管理者の各業務で共用

性の高い「道路基盤地図情報 7)」，「デジタル道路地図 8)」

および「走行支援サービスのための道路構造データを

示している車線ネットワークデータ 9)」を対象とする．  

(2) 照合分析 

 本稿は，3 次元データと道路基盤地図情報との照合分

析結果を報告する．照合分析は，前項（1）で示した 3

次元データおよび道路地図を構成する形状，要素およ

び属性の項目⁴⁾- 9⁾を仕様書から抽出した．さらに，両者

における道路構造の表現方法を比較し，「そのまま利用
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できる項目」および「組み合わせて利用できる項目」と

した．分析結果の一部として，3 次元データと道路基盤

地図情報との要素および属性の照合分析結果を表-1，

分類結果を図-2に示す．表-1より，道路基盤地図情報

の要素・属性 103 項目のうち，3 次元データからの調

製・更新が可能な項目は，測点，距離標，公共基準点お

よび道路中心線の 4 項目となった．図-2 は，抽出した

各項目を比較し分類した結果であり，「そのまま利用で

きる項目」を実線，「組み合わせて利用できる項目」を

点線で示している．得られた結論として，まず，予備設

計 B で数値が確定する道路中心線を下流工程に引き継

げることがわかった．また，上記の 4 項目は，位置情報

である経緯度，標高および横断勾配を属性値として保

持するため，調製・更新が可能であると特定できた．し

かし，その他の項目は，設置期間および範囲等の属性値

はあるが，位置情報である経緯度および標高の属性値

で構成されていないため，調製・更新が困難であった．  

4. 道路地図の調製・更新手法の考案  

本研究では，前章の分析結果の 4 項目を対象に調製・

更新する手法を考案した．本稿では，その一部として，

道路中心線形データ交換標準（案）から道路基盤地図情

報の「測点」，「距離標」および「道路中心線」を調製・

更新する手法を示す．「測点」は，3 次元データの道路

中心線形を構成する平面線形では，個々の測点に関す

る情報を保持しておらず，開始主要点と終了主要点お

よび測点間隔を保持する．そのため，測点の測点番号と

座標値は，平面線形の開始主要点が持つ測点番号，追加

距離，座標値および測点間隔から調製する．各測点が持

つ標高の値は，縦断線形の主要点である縦断勾配変移

点が持つ測点番号，追加距離および計画高から調製す

る．「距離標」は，3 次元データが距離標を座標点とし

て保持する場合，その座標値から調製する．「道路中心

線」は，幾何形状を主要点の並びで表現し，主要点間を

直線，円曲線およびクロソイドで結合して調製する．主

要点とその並びは，平面線形が保持する主要点リスト

から調製する．主要点の間は，3 次元データの道路中心

線形の幾何要素が保持する開始主要点，終了主要点お

よび線タイプを用いて結合する． 

5. おわりに 

 本稿は，3 次元データと道路基盤地図情報との照合分

析， 3 地物の調製・更新手法を報告した．今後は，3次 

表-1 要素および属性の照合分析結果 

 

 

図-2 要素および属性の分類結果 

元データと，デジタル道路地図および車線ネットワー 

クデータとの照合分析を実施する．また，道路地図の調

製・更新手法を考案し，その有用性を検証する． 
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